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１９年度

・事務の簡素化及び効率化が計られるような事務事業の提案
を募集し、事務改善委員会を開催する。
・課長補佐会議における組織機構改革の中で、事務の簡素化
及び効率化が図られるような意見を吸い上げる（10月）。

改善目標；事務改善委員会開催
（H20年3月予定）

効
果

歳入（

歳出（

１８年度
（実績）

・総合窓口課の設置に伴い、各種申請、届出、証明書の発行
を一つの課で出来るようにした。
・平成18年度においては、事務改善委員会を開催することが出
来なかった。

改善目標；１０項目
実　　　績；税務各種証明
　　　　　　　国保、国民年金
　　　　　　　児童手当、福祉医療
　　　　　　　雇用保険、船員事務

効
果

歳入（

歳出（

１７年度
（実績）

・組織機構の見直しを図った。

効
果

歳入（

歳出（

年度 実施内容・予定時期 効果額合計( 0

行
　
　
動
　
　
概
　
　
要

① 目標 　事務改善委員会の設置

② 期待され

    る効果

・事務事業の改善に向けた取組みを毎年行うことにより、事務の簡素化及び効率化が図られる。
・住民サービスの向上

③ 必要性
　　問題点

・事務改善委員会を開催し、簡素化及び効率化できる事務事業について、調査及び検討する必要がある。

④ 対象

⑤ 手段

－ 年 度
計画どおり 計画縮小 － － －

－ －
達 成 年 次 平 成実 績 評 価

Ａ Ｃ －

平 成 19 年 度
検討 → 実施 － －

経過・現状
・各課において、事務を執行する上で不都合な部分については、その都度独自に事務の改善をしているが、今まで事
務の改善を目的とした全体的な会議は、開催されていない。

（H17.4.1現在）

推　　　     進
スケジュール

Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１
目 標 年 次

重 点 項 目 事務の効率化・迅速化・簡略化

取 組 項 目 事務改善運動の実施

基 本 方 針 事務事業の整理合理化等

行財政改革実施計画・行動計画票
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